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全国―籠最低賃金制度0実 現をはじめ 最低晨0つ 改善と

中小企業支援の拡充を求める陳情

日ごろからのご奮閣に心より輔 を表し誡

きて 2010年 6月噛 戦略対話において fm20年 ま●の目痴 として 『できる限り早期に全国馴工輌 円

を確保し 全国平均l IIl円をめ詢 こし ヽ政力世で合意されまし′ヒ しかし 狐 5年の最撼預金のは

その「」鴫 画 とされた8∞円を超えたのは7痢

"果

であり全国平均は798円で日標とするllII円には2∞

円を超える差あ り HF.l働 !∞O円台の地方が16県も残つています 秋田県も田5円であり この16県に

入っています力,"7円 の東京と比帳し212円も下回っており しかも,々格差力址大してきていまつヽ

奥藤 多くの

―

力勁勒 人間らしい生活力てきない低賃金に世かれているだけでなく 最高と尉氏の

地城綱陥をは214円に広がっており 低賃金にランク付けされた地蜘つ接策を招tて,,議

地崚からの労働諸つ流■に着止めをか,六公正取,レ″ )レを蘇立するために1ム金類の抜■ヽな]き Lげと全

国一体最低資金制度の創識力必要という声が広がっており 現行法での地瑯 1最低賃轡 i渡の制度

“

限翔 輸

されていま,

最¨ 条には i尉政鮨,の原軸 として 鉤勁者の/Ll酎に,賛金に加えて 材 ではほとんど例のな

い 「迎
"の
肇業の支払い能フ刀力■諷されてい封 .そのため 都適特県ごとの 「1就業者あたり年同繭

「1腱 あたりの中敵

"掏

∝
～
山 なとつ娼 輌 ¨ メu もヽ判時 とされ け輌餞つ■.IRlの 噸 金を

無視したような画 7刃田資曖金と地憫部の彙辟曜 力颯定 拡大されています

中小希細企蒸 非工槻厠調労働中の賃金を底上げして 労働者の生活を|り 地域経済を活‖とさせるに
'エ中イ●業支援の瞥充錮  御畑毬賃金

"度

を確立するための閾■賃金法の改正が必要で■

こうしたことを踏まえ 貴繊全において国に向けしま見書を採択していただきたく お風 ,中し上げま,



記

1 生計匈融 1に■ttいた 「全国一律卿 よ賃金ll度Jを実現すること 炒成田格蒼を御 さヽせるための施策を

進めること

2 中J 頻ヽ 担を

“

減するたⅢの直接支,と して 1'ヽ企業とそこで晰く労働者の,陰 保険科負Jの 減免14

度を設喝 なよ 1'咬 業^の支援策を,3"る こと

3 2olo年6月の口1仙1制1`にご くヽ政州史合Fをの20年までに確実に菊 =し 最側t金のブ劇嘔=上げをll

′ようこと

以 L


